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〈レポート〉環境・デジタル

られるほか、ビニー
ルハウス内や通信障
害等でGPS情報が取
得しづらい状況でも
活躍する。
気流噴霧システム

では、60マイクロメ
ートルから200マイ
クロメートルまでの
粒径を、アプリで自動制御でき、都度アタッ
チメントを変える手間がない。水や農薬の粒
径が細かすぎると、気温に応じて気化したり、
風に吹かれてドリフトしてしまう。自動制御
での精密な管理は重要である。
タンク内から液体の送り出しに蠕動（ぜんど

う）ポンプが用いられている。これも散布の精
度向上に貢献するほか、ポンプそのものが薬
剤に接しないので、さび等での故障の回避が
期待できる。
R150のバッテリーは同社のドローンと互換

性がある。１個のバッテリーの充電分では、
ドローンは10～15分ほどしか飛べないため、
産地では防除時期の連続使用に向けて予備の
バッテリーを複数台購入する必要がある。こ
れをR150でも使えば効率的である。この点は
バッテリーのシェアリング体制を進める産地
において、有益と思われる。

２　実証試験で農家のマインドセットを変革
R150が日本市場でデビューしても、農家に

はその利用をすぐにはイメージしづらかった。

中国広州市に本社をおくXAG社は、農業向け
ドローンで中国市場のシェア１位を誇る。2016
年に、日本支社であるXAGジャパン社（以下
「同社」）が設立した。主力商品である農業用ド
ローンに加え、同社が21年に販売したのが、
農業用無人車R150（右写真）である。
R150は量産型としては世界初となる、小型

の農業用ロボットである。複数機能への拡張
性といった特長や可能性をみてみよう。

１　R150とは
R150は全高１メートルほどと小型で、畝間

や果樹間を自動走行する。主に、100リットル
タンクから、気流噴霧システムで水や農薬を
全方位に自動散布する機能が重視されてい
る。散布幅は最大12メートルで、最大作業効
率は5.3ヘクタール/時である。このほか、タ
ンクを取り外せば、150キログラムまでの荷物
の運搬が可能で、作業者を追尾したり、登録
地点間を自動走行したりする。
走行の自動化は、ドローンでの自動航行技

術の応用で、GPS情報を活用している。15度
までの傾斜地で利用でき、四輪駆動であるた
めその場で旋回する等、小回りが利く。
走行の操縦も簡単だ。スマホのアプリで、

ルートや速度を操作する。同様に樹形や病害
虫等を登録すれば、農薬散布を精密に自動で
制御できる。
さらに、附属のリモコンを使う手動操作へ

切り替えることも可能である。リモコン操作
は、作業者の追尾や登録地点間の往復で用い
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防除に特化したスピードスプレーヤーSSに類
するものの、R150は運搬も可能で、そのほか
の機能も開発中と拡張性がある。従来、作業
ごとに専用機械が必要となっていた。R150の
ように、アタッチメントを変えれば多機能と
なる小型ロボットをほ場でどのように活用す
るか、農家は根本から考え方を変える必要に
迫られた。
同社が農業試験場、JA、共同事業開発契約

を交わすバイエルクロップサイエンス社等と
実証試験を繰り返すのも、こうした農家のマ
インドセットの変革を促す目的があるという。
もちろんこうした実証試験は、技術的な課

題解決を主な目的としている。とくに農薬の適
切な希釈倍率の確定が目指されている。R150
のタンクはSSより小さく、濃度を高めないと
補充の手間がかかってしまう。葉裏に散布で
きない等から、水田と違って果樹等では農薬の
空中散布が進んでこなかった。そのためR150
に適した農薬の登録が課題となっている。

３　導入の効果
21年２月から行政、JA、代理店等による農

家向けデモンストレーションを実施している。
コロナ禍で人を集めるハードルは高かったが、
果樹や露地野菜産地での利用意向は強く、現
在までに全ての都道府県で実施済みという。
R150の導入で、まずは農作業事故の軽減が

期待される。急斜面の産地での防除でニーズ
がある背景には、高齢化に伴い、SSでの農業
事故が問題視されるようになっているからで
ある。
つぎに、精度が向上するので、農薬散布量

の削減も見込まれる。人は立ち止まったりと、
必要量よりも多く散布してしまいがちだ。ロ
ボットは計画どおりで、余分な散布はしない。
実証試験への参加農家からは、散布後にタン

クに残った農薬の残量をみて、驚きの声があ
がったという。
さらに、ハウス内防除で防護服等を装備し、

作業を行うことによる健康被害も回避できる。
R150による農薬散布では、ハウス外にいるオ
ペレーターがリモコンで操作するからである。

４　今後の展開への期待
R150のメーカー希望小売価格は、257万円

（税別）で、これにGPS情報の補正で使う通信
費（SIM 1,000円/月）が必要となる。導入にあた
って、スマート農業関連等の補助金活用の前
例があるという。
R150の開発・製造は中国本社が担うものの、

日本で行われている実証試験への参加農家か
らの意見にも即座に対応している。メンテナ
ンスに関して、同社は販売代理店に技術指導
することで、充実した体制を構築するように
している。導入の際、農家は同社主催の研修
の受講が義務づけられており、改めて農薬取
締法や道路交通法を学ぶ。
今後は、通信環境や公道での農業用ロボッ

トの自動走行に関する規制について環境改善
が見込まれ、R150の普及は一層進むと同社は
みている。現在は、中国よりも日本は環境が
未整備なため、最新タイプをそのまま普及で
きない、といった課題もあるが、徐々に好転
するだろう。
気になる個人情報保護の取扱いについては、

同社が中国系外資であり、農家は不安を訴える
ことがある。対策として、すでに購入者と個
人情報の取扱いについて厳格なルールを定
め、それを履行している。また将来は、サーバ
ーを日本国内に構築したいとの意向である。
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